
○事業の概要（藤岡市教育委員会の取組） 

 
１ 道徳教育における小中一貫教育の推進  

 

○昨年度、東中校区の小学校３校、中学校１校の児童生徒の課題を、教職員の意見や保

護者・地域へのアンケート調査から把握し、東中校区の道徳教育における重点項目を

設定した。本年度は、その設定した重点項目について、東中校区全体における小中一

貫の系統表を作成し、その系統表に基づく実践を行うとともに、９年間の学びのつな

がりのある道徳の授業について校区全体で理解を深めた。 

 

 

２ 実践 

 

○東中校区の重点項目について、重点項目に関係する各校の行事や、４校共通した取組、

各校で利用している資料などを載せた系統表を作成した。 

○作成した系統表に基づいた、授業実践を行い、学びのつながりのある授業について校

区内の教員で理解を深めた。 

○「道徳郷土資料集『ぐんまの道徳』」（H26 群馬県教育委員会）に載っている藤岡市

に関係した資料を活用し、地域学習も兼ねた道徳の授業実践を行った。 

 

 

３ 教職員の資質の向上 

 

○それぞれの学校で公開授業を行い、小中学校の教員が合同で授業研究を行うことで、

学びのつながりのある道徳教育を行うために、どのような授業を行うべきかについて

理解を深めた。 

○道徳教育講演会を行い、発達段階に応じた授業の進め方や、読み物資料を基にした発

問の構成の仕方などを知ることで授業力向上を図った。 

 

 

４ 地域・家庭との連携 
 

○学級通信やＷｅｂページによる授業の様子の発信、授業参観等を通して、地域や家庭

の意見や感想をうかがう機会を設け、より実践的な道徳の授業をめざし、授業改善を

行った。 

○道徳の授業で扱った内容項目について、ワークシートを家庭に持ち帰り、家庭でも考

える機会を設けることによって家庭と連携して道徳教育を行った。 

 

 

５ 事業の成果 
 

○東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」に

ついて、東中校区全体で小中一貫した系統表を作成したことで、小中９年間を見通した

東中校区の道徳教育がより具体的になった。 

○道徳教育講演会の開催により、教師の道徳に対する意識が高まるとともに、授業づく

りの具体的なポイントについて学ぶことができ、指導力の向上につながった。 

○地域や家庭に道徳の指導の様子を学級通信やＷｅｂページで発信したり、道徳の

授業で行った内容項目について家庭で考えさせるような取組を行ったりするこ

とで、地域や家庭と連携した道徳教育を行うことができた。  
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  藤岡市教育委員会の事業内容 

１ 市の概要 

教育委員会名 所在地 電話番号 学校数 

ふじおかしきょういくいいんかい  

藤岡市教育委員会 
藤岡市藤岡１４８５ 0274－50－8212 

小学校１１校 

中学校 ５校 

 

２ これまでの取組 

「道徳教育における小中一貫教育の推進」 
本市では、授業を中心とした教育における継続性・安定性の保障を目指し、平成２６年

度から小中一貫教育に取り組んでいる。具体的には、小野小学校・小野中学校を先行実施

校とし、小中９年間で目指す子どもの姿を明らかにするとともに、９年間を見通したカリ

キュラムづくりを進めてきた。その成果や課題をもとに、全校区で小中一貫教育を推進し、

学びのつながりと生徒指導の継続に視点を置いた実践が行われている。 

前年度も本事業による指定を受け、本市で取り組んでいる小中一貫教育の一環として、

小中９年間で目指す子ども像の育成に向け、児童生徒の発達段階や学びのつながりを踏ま

えた道徳教育の推進を図った。 
具体的には、本市にある５つの中学校区の中から、東中校区（藤岡第一小学校、美九里

東小学校、美九里西小学校、東中学校）を指定校区とし、東中校区が９年間の教育活動で

目指す子ども像である「広い心、頑健な体、信頼できる学力をもった子ども」に迫るため

の課題は何か、保護者や地域、教員の願いをもとに育てたい・伸ばしたい内容項目は何か

といった観点で実態を分析し、「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」の３つ

を重点項目として設定した。 
また、道徳ファイルや道徳ノートなどを準備して、授業で記述させた児童生徒の思いや

考えを積み上げていく取組を校区全体で行うなど、小中一貫した道徳教育の充実を図って

きた。 

 

３ 研究の概要 

(1) 研究のねらい 

東中校区で定めている３つの重点項目に係る系統表を作成し、学びのつながりのあ

る授業実践を行う中で、校区内の学校における協働による授業づくりや合同研修会、

家庭や地域との連携を通して、さらに道徳教育の小中一貫教育推進体制を整え、教員

の指導力向上及び家庭や地域の道徳教育に対する意識の高揚を図り、道徳教育の一層

の充実をねらいとする。 
 

(2) 研究の内容 

① 東中校区の重点項目に係る系統表作成と実践 
東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」 

に関わる道徳の授業をする際、内容項目の概要や各学年の指導上の留意点などが整理

された系統表を作成する。系統表には重点項目に関わる教育活動や各校で使用されて

いる資料も載せることで、教師が学びのつながりを意識した授業をする上で参照しや

すいように作成する。また、作成した系統表を活用し、授業実践することで、重点項

目をより意識した教育活動を行う。 
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② 教師の指導力向上 

昨年度と同じ講師を招き、道徳教育後援会を行い、読み物資料の価値の分析やねら 

う価値に迫る発問の構成など、授業で活用できる具体的なポイントについて学ぶこと

で、授業力の向上を図れるようにする。 

また、校区内の学校で学びのつながりを意識した公開授業や協働的な授業づくりを 

行うことで、教師が小中一貫した道徳指導についての意識を高められるようにする。 

 

４ 実践事例 

＜小学校（５年）での道徳授業実践＞ 

① 主題名 相手の立場に立って Ｂ－（７）親切、思いやり 
 
② 教材名 「くずれ落ちただんボール箱」（出典：東京書籍） 
 
③ ねらい 困っている人を見たときに、その人の立場に立って考え、親切にしようと 

する心情を育てる。 
 
④ 学びのつながり 

 ねらいとする価値 資料名 
小学校 
低学年 

身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。 るいくんのゴール  
さんぽ道 

小学校 
中学年 

相手のことを思いやり、進んで親切にする。 耳をおいてでかけられます

か？ 
心と心のあく手 

小学校 
高学年 

誰に対しても思いやりの心を持ち、相手の立場

に立って親切にする。 
くずれ落ちただんボール箱

言葉の力、わたしの思い 
中学校 思いやりの心をもって人と接するとともに、家

族などの支えや多くの人々の善意により日々

の生活や現在の自分があることに感謝し、進ん

でそれに応え、人間愛の精神を深める。 

月明かりで見送った夜汽車

 
⑤ 指導の工夫 
○ 心情円盤（「やりたい気持ち」をピンク、「やりたくない気持ち」を青で表現する）

で主人公の心情を表現することにより、それぞれの児童が考えの違いを理解し、児童

の多面的な意見を引き出せるようにした。 
○ 中心発問では、ワークシートに自分の考  

えを書かせてから話し合いをすることによ 
り、一人一人が自分の意見をもって主体的  
に話し合いに参加できるようにした。また、  
追発問し児童の考えを掘り下げ、類型化す   
ることによりねらいとする価値に気付くこ 
とができるようにした。 

 
⑥ 学習の様子 

孫がくずしてしまっただんボールを、お 
ばあさんに代わってわたしと友達の友子が整理した。しかし、事情を知らない店員に 
だんボール箱をくずしたのが自分達だと勘違いされて叱られてしまう。納得のいかな 
い二人であったが、３学期の始業式で、店員からの謝りの手紙を聞いて二人の心は明
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るくなるという資料である。主人公の心の動きを追いながら、心の葛藤やすがすがし

さに共感させながら授業を展開した。 
＜主な発問と児童の発言＞ 
○ 店員にしかられ、一緒に残りの段ボールを片付けるわたしはどんな気持ちだったで 

しょうか。 
・わたしがやったわけではないのに。 
・何で？どうしてわたしが怒られるの？ 
・こんなことになるなら、手伝わなけばよ

かった。 
・男の子のせいで怒られた。 
・いいことをしたのに、怒られるなんてす

ごい嫌だ。 
◎ おばあさんからお礼を言われたわたしは 

どんな気持ちだったでしょうか。 
（心情円盤でやらなければよかったと

いう気持ちを表現した児童の意見） 
・怒られて嫌だけど・・・・。 
・悔しいけど・・・・。 
・手伝わなければよかった。 

（心情円盤でやってよかったという気持ちを表現した児童の意見）  
・やってよかった。 
・お礼を言われたからよかった。 
・男の子が見つかってよかった。 
・おばあさんのためにだんボールを片付けた。よろこんでもらってよかった。  
・これからも困っている人がいたら助けよう。 

＜児童の感想＞ 
・お礼を言ってもらうのでなく、困っている人を助けてあげたい。 
・困っている人がいたら積極的に助けたい。 

 
⑦ 成果と課題（○成果、●課題） 
○ 心情円盤を使って主人公の心情を表現させることは、視覚的に分かりやすく有効な 

手立てである。また、自分と友達の考えの違いを捉えやすく、多様な意見が出た。  
○ 心情円盤を使って主人公の心情を表現してワークシートに自分の考えを書き、自分 

の意見をもってから話合いをしたので、多種多様な意見が積極的に出され、主体的な 
活動となった。 

○ 追発問し児童の考えを掘り下げながら類型化することにより、ねらいとする価値を 
高めることができた。 

● 話合いを深めるために心情円盤をどのように活用したらよいか、有効な使い方につ 
いての検討がまだ不十分であった。 

● 「また怒られるかもしれないからもう片付けないよね？」「くずれただんボールは  
店の人が直せばいいんじゃないの？」など、切り返しや揺さぶりの追発問をすること 
で、更に高い価値へと引き上げることができる。 
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系統表  

＜中学校（３年）での道徳授業実践＞ 

①  主題名  勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深める  
       Ｃ－（１３）勤労  

 

②  教材名  「足踏みミシンの修理屋さん」（道徳ノンフィクション資料 図書文化）  
 
③ ねらい 主人公が葛藤を抱えながらも家業を継ぎ、お客様の喜ぶ姿を見て仕事を続 

− 29−− 28−



けていく意思を強くもつ姿について学ぶことを通し、社会貢献することが働 

くことの重要な意義の１つであることに気付かせる。 

 

④ 学びのつながり 

 ねらいとする価値 
小学校

低学年 
働くことのよさを感じて，みんなのために働く。 

小学校

中学年 
働くことの大切さを知り，進んでみんなのために働く。 

小学校

高学年 
働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役に立

つことをする。 
中学校 勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じ

て社会に貢献する。 
 

⑤  指導の工夫  

○ 実際にマスザワミシンさんを訪問し撮ってきた写真を掲示することで、生徒が身近 

な問題としてとらえられるようにする。 

○ 増澤さんの気持ちの変化を時系列で追い、板書をまとめることで、生徒が主人公の

気持ちの変化をわかりやすく理解できるようにする。 

○ １人 1 人がきちんと自分の意見を持ち、発表し、友達の意見を聞いて再度自分の考 

えを見直しより深く考えることができるために、班で活動する場面と個人の意見を発 

表してもらう場面をバランスよく授業に取り入れる。 

 

⑥  学習の様子  

将来の職業について考えるとき、自分自身の適性や長所、そしてやりたいこ

とが中心になってしまう。しかし、職業はあくまでも社会貢献の側面があると

いうことを感じさせたい。職場体験のチャレンジウィークの感想として生徒た

ちは、働くことに対して社会貢献の側面があることを感じた生徒は一人しかい

なかった。しかし、主人公が夢を持っていたものの、ミシンを直した時のお客

さんの喜ぶ姿にミシンを直すことに生きがいを感じていくことをじっくり考え

る中で、「将来は人に役立つことをしたい」といった実感をもつようになった。 

 

⑦  生徒の感想   
「なぜ仕事を続けられたのだと思います 
か。」 

・自分がつがなければならないという、責

任感があったから。 

・ミシンが息を吹き返すのがうれしい。 

・長男だという責任感があったが、それだ

けでなく、ミシンを直すことでたくさん

の人の喜ぶ顔が見られたから。 

・自分が必要とされているから。 

・仕事のやりがいがあったから。 

「人は何のために働くのだと思いますか。」 

・家族を養うため、生活のために働いている。 

・人の役に立つため。 

・お金も大切だけど、やりがいがある仕事もいい仕事だなと思った。 

・人に喜んでもらえるというのは、うれしいことだと思った。だれかのためになる人

になりたい。 
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・人は、自分のため、人のために働くのだと思った。自分がなりたいと思った仕事に

必ず就けるわけではないと知った。でもやりがいを感じられるのはいいと思った。 

・最初は、長男で継がなくてはならないからなどという理由で、仕方なく始めた仕事

でも、嬉しいことや楽しいこと、やりがいがあるのだとわかった。 

・人はお金や家庭のためなど、自分のこと以外に、お客様や社会のために働くのだと

思った。将来やりがいを感じられる職に就きたいと思う。 

・将来について、いろいろ考えられてよかった。 

・あきらめずにがんばろうと思った。  
 
系統表  
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５ 事業の成果及び課題 

(1) 事業の成果 

①   東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の

精神」についての教育活動や資料も載せた系統表を作成することができた。こ

の系統表により、小中一貫した道徳教育の流れについて具体的に把握すること  

ができると共に、活用することで各教育活動のつながりがわかり、より重点項  

目を意識した実践ができるようになった。  

②  道徳教育講演会を行うことで、道徳の教科化を見据え、求められている道徳  

の授業について理解を深めるとともに、学年による読み物資料の構成の違いや、 

発問の工夫など、授業づくりの大切なポイントについて具体的に知ることがで  

き、教師の指導力の向上につなげることができた。  

③  地域や家庭に道徳の指導の様子を学級通信やＷｅｂページで発信したり、道  

徳の授業で行った内容項目について家庭で考えさせるような取組を行ったりす  

ることで、地域や家庭と連携した道徳教育を行うことができた。  

  

(2) 今後の課題  

①   重点項目についての系統表をより活用し、系統表に沿った実践を行うととも  

に、他の内容項目に関わる系統表も作成し、さらに、小中一貫した道徳教育を  

実践していく。  

②  系統表と別葉、年間指導計画を参照しながら、他の教科においても道徳教育

を意識して、教育活動全体を通じて、道徳教育を推進していく。  

③  東中校区で取り組んだ成果を市内全体に広げ、道徳における小中一貫教育が  

さらに推進されるよう情報提供していく。  

 

 

６ 参照できるホームページ 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/（藤岡市教育委員会）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010001（藤岡第一小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010006（美九里東小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010007（美九里西小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1020001（東中学校）  
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